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円
安
の
遂
行
と
原
子
力
発
電
の
停
止
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
企

業
経
営
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
の
取

り
組
み
も
強
く
求
め
ら
れ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

る
時
代
に
な
っ
た
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
電
気
の
使
用
効
率
に
優
れ
た
設
備

を
導
入
し
、
成
果
を
上
げ
る
企
業
や
工
場
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

ハ
m団
連
載
〉

工
ム
・
シ
ー
シ
｜
食
品

熱
回
収
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
導
入 エム ・シーシー食品が導入

した熱回収ヒートポンプ

ヱ
ム

・
シ
l
シ
l
食
品
は

カ
レ
ー
や
ス
l
プ
、
パ
ス
タ

ソ
l
ス
な
ど
の
缶
詰
、
レ
ト

毛ノづくり盟
省エネ技術最前線

ル
ト
食
品
、
冷
凍
食
品
と
い

っ
た
調
理
食
品
の
専
業
メ
ー

カ
ー
。
商
品
設
計
か
ら
製
造

．
販
売
ま
で
一
白
し
た
品
質

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
顧
客

満
足
度
を
追
求
す
る
。
省
エ

ネ
の
推
進
は
、
2
0
0
6年

4
月
に
里
問
工
場

ハ神
戸
市

東
灘
区
）
が
省
エ
ネ
法
の
第

2
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
指
定

2
3
0方
袋
製
造
す
る
甲
南

工
場
は
、
機
器
の
洗
浄
に
印

度
C
の
海
水
を
1
日
1
0
0

J
以
上
使
用
す
る
。
従
来
は

地
域
熱
供
給
に
よ
る
0
・
錦

J
刀
M
M
の
滞
気
を
減
圧
弁
で
安

全
に
使
え
る
0
・
4
メ
ガ
政
ま

で
減
圧
し
て
潟
水
を
作
っ
て

い
た
。
そ
の
際
に
出
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
冷
m問
機
か
ら
発
生

川
万
円
節
約

工
場
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
。
中
長
期
的
に
前
年

比
1
%
以
よ
の
省
エ
ネ
目
標

が
求
め
ら
れ
、
設
備
更
新
が

急
務
に
な
っ
た

ω年
4
月
か

ら
取
り
組
み
を
本
格
化
し

た。
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
調
理

冷
涼
食
品
を
月
約
4
5
0

J
、
レ
ト
ル
ト
食
品
を
月
約

祐
子
術
総
合
開
発
機
構

〈
N
E

D
O）
の
補
助
金
対
策
事
業

に
認
定
さ
れ
、
補
助
率
が
3

分
の
ー
か
ら
5
割
に
な
っ

た
」
と
、
苔
口
茂
取
締
役
生

産
本
部
長
は
宮
ぶ
。

新
設
備
は
蒸
気
の
減
圧
弁

を
諜
気
駆
動
祭
気
圧
縮
機
に

換
え
る
こ
と
台
、
既
設
の
電

気
式
空
気
圧
縮
機
の
負
荷
を

E重苦適齢~~
マ
所
在
地
H
H
神
戸
市
東
灘
区
深
江
浜
町
泣
番
、
07

8
・
4
5
1
・
1
4
8
1マ
主
要
生
産
品
目
H
冷
凍

．
レ
ト
ル
ト
な
ど
の
調
理
済
み
加
工
食
品
の
製
造
販

売
マ
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
車

〈ロ
年
度
見
込
み
）

H
約
2
3
0
0J

M
（原
油
換
算
〉
マ
年
間
C
0
2

排
出
題

ハ同
〉
H
約

27
0
0J

デ
マ
ン
ド
制
御
に
よ
り
竪
穴
（
C
02
〉
は
50

0トン
（日

電
力
値
を
下
げ
た
。
約
90

・

6
%
〉
、
都
市
ガ
ス
使
用

0
台
の
照
明
器
具
も
更
新
毘
は
日
万
2
0
0
0立
方
M

ハ崎

%）
、
蒸
気
岳
は
1
0

0

0トン
〈
9
・
1%）
、
金
額

べ
l
ス
で
は
1
5
0

0万
円

が
削
減
で
き
た
。

「C
02
の
年
間
削
減
目

標
は
羽
J
だ
っ
た
た
め
50

0
J
だ
と
約
問
等
分
。
想
定

以
上
の
省
エ
ネ
効
果
」
（
窓
口
口

取
締
役
）
に
大
満
足
す
る
。

日
年
予
定
の
神
戸
工
場

（神

戸
市
長
田
区
）
の
ボ
イ
ラ
や

発
電
機
の
更
新
に
も
同
様
の

省
エ
ネ
機
器
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。

C
0
2も
大
幅
減

す
る
熱
は
捨
て
ら
れ
、
空
調

用
の
ガ
ス
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
エ

ア
コ
ン
の
性
能
は
劣
化
し
て

し
たこ
う
し
た
事
情
に
対
し
取

引
の
あ
る
悦
陽
電
機

（神
戸

市
東
灘
区
）
が
課
題
を
解
決

す
る
省
エ
ネ
プ
ラ
ン
を
提

案
。
「
こ
の
提
案
が
そ
の

後
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

下
げ
、
問
機
の
発
生
熱
で
温

水
を
作
る
。
さ
ら
に
新
設
し

た
冷
涼
機
か
ら
の
廃
懇
乞
利

用
す
る
熱
回
収
ヒ
l
ト
ポ
ン

プ
で
は
同
様
に
潟
水
を
作
る

と
同
時
に
、
空
調
用
の
冷
水

も
作
る
。
老
朽
化
し
た
ガ
ス
ヒ
l
ト

ポ
ン
プ
の
一
部
を
高
効
率
電

気
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
に
換
え
、

し
、
電
気
畠
を
却
%
削
減
し

た。
一
連
の
投
資
は
日
年
2
月

末
に
完
了
し
、
導
入
前
の
日

年
度
か
ら
導
入
後
の
日
年
度

で
は
生
産
訟
が
叩
%、
ガ
ス

か
ら
電
気
へ
の
転
換
に
よ
り

電
気
量
は
5
方
60
0
oJ

サ

〈
1
・
2

%
〉
時
増
え

た
。
し
か
し
二
酸
化
炭
素


